
いちのせき
とっておき
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千
厩
町
小
梨
に
あ
る「
村
上

家
住
宅
」は
、江
戸
時
代
末
期

以
前
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ

る
民
家
で
す
。

　

母
屋
、馬
屋
、厠
、 小
家 
の
４
棟

こ

え

は
い
ず
れ
も
か
や
ぶ
き
。 手
斧 

ち
ょ
う
な

で
仕
上
げ
ら
れ
た
柱
、土
壁
、

内
部
に
は
真
っ
黒
に
す
す
け

た「
か
ま
ど
神
様
」―
。周
囲
の

竹
林
と
相
ま
っ
て
、懐
か
し
い

民
家
の
情
景
を
今
に
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
建
物
も
保
存
状

態
が
よ
く
、県
内
の
建
築
文
化
、

民
家
の
建
築
史
上
極
め
て
貴

重
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、平
成

８
年
に
県
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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